
　新庁舎には、市民の皆さんをはじめ、企業や各種
団体、海外からの訪問団など、さまざまな人が来庁
されます。この新庁舎の一部に県産木材を活用し、
来庁する皆さんに県産木材を見て、触れ、使用していただく機会を提供する
ことで、森林保護・保全へのご理解をいただくとともに、県産木材の普及に
つなげるための取り組みです。なお、この事業には、岐阜県の補助事業「清
流の国ぎふ市町村提案事業」を活用しています。

　今回は、現場レポート第 14弾として、今年度
に整備する新庁舎県産木材（ぎふ証明材）活用事
業について紹介します。

新庁舎建設課 214 － 6558・ 264 － 1719

　多くの来庁者が利用する「総合案内」の案内カウンター・情報コーナーや、
「キッズルーム」の内装材などに県産木材を活用します。また、新庁舎では、
県産木材の活用事例や森林保護・保全に関する情報を発信していきます。
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■新庁舎県産木材活用事業
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▲「総合案内」のイメージ図


